
（様式３） 事業所名

目標達成計画 作 成 日 平成 26 年 12 月 5 日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 2

　地域住民や地元自治会との交流は、積極的に取り
組だ。ただ、交流している住民層が高齢化の傾向に
ある。そのため、壮年及び自治会青年部(明和会)と
のコミニュケーションを図り、幅広い交流を計画して
いく。

・米内沢駅前祭典時の共同参画を図る。
・米内沢駅前明和会と共同で子供会との交流
を計画する。

12 ヶ月

2 10

　家族からの事業所に対する意見や面談聴取では、
まだ全面的に事業所と信頼関係を築いているとは言
えない。そのため、家族を含めた行事を考え、職員
が家族との接触を深める工夫をする。

・年2～3回程度、利用者家族との昼食会を計
画し実施する。

12 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

・祭典時の催し物(余興)は明和会が主体で計画し
ているので、一緒に計画していく。
・子供会との交流を明和会と共に計画していく。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

グループホーム　もりの家

・季節行事で昼食会などを行っているので、その
時に家族に連絡し出席して頂くよう図る。・年1回
の家族総会の出席率を高めるよう努力する。

秋田ハッピーライフセンター


